
般 会 言十

(1) 議 会 施 策

① 議 会 費

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

海外視察研修事業

議会だより発行事業

政務調査費交付事業

526

2,501

7,200

北信越市議会議長会のオーストラリア､

ニュージーランドの視察研修に1名を派遣
した｡政治､経済等について調査研究し､
視野を広めることによって､議会活動に役
立てることができた｡

市民に議会活動の状況をわかりやすく広
報した｡また､次回定例会の案内を事前に

行い､議会への関心を高めるよう努めた｡

議員の調査研究活動のため､会派及び議
貞個人に政務調査費を交付した｡本会議や

委員会での提言､質問､意見等に反映され
た｡

(2) 総 務 施 策

① 職 員 研 修 費

②一 広 報 費

広報･広聴事業 32,417 0広報しばた

･年間発行回数:
･年間ページ数:

0エフエムしばた

･緊急放送回数:

･通常番組:情報
スポット放送､

0ホームページ

･アクセス件数:

0市政懇談会
･実施回数:2回

0市長への手紙
･184件

24回(毎月川･15日)
502 ページ

90回

ボックス､情報ランド､

イベント告知

12,385件/月

･参加者数:50人

③ 企 画 費

-
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市町村合併推進事業

新発田市･豊浦町合併推進協議
会運営事業

新 新発田市･豊浦町合併協議会
運営事業

斬 新発田市･紫雲寺町･加治川

村合併推進協議会運営事業

行政評価システム構築事業

核兵器廃絶平和都市宣言事業

女性政策推進事業

コミュニティづくり推進事業

4,863

7,248

3,852

11,593

30,910

660

1,254

3,164

気探査を実施(5カ所)

･調査期間 7月16日～9月30日

豊浦町及び紫雲寺町､加治川村との合併
協議の状況について､広報､ホームページ

等により市民に情報提供を行った｡

･豊浦町との合併説明会(8月5日～10日)
市内12会場で開催､延べ187名の出席

･豊浦町との合併協議報告書を全戸配布
豊浦町との合併を推進するため､行財政

の調整と建設計画の策定を行うとともに､
住民への情報提供を行った｡

･協議会の開催 4匝I

･委員会の開催 6回

･協議会だより発行､電算基幹システム
の事前調査委託

推進協議会での協議結果を基に､合併協
定書と合併まちづくり計画の策定を行った｡

･協議会の開催 3回

･11月6日合併協定調印式を実施

･ホームページ更新､協議会だより発行

紫雲寺町､加治川村との合併を推進する

ため､行財政の調整と建設計画の策定に着
手した｡

･協議会の開催 3回

･ホームページ開設､協議会だより発行

｢まちづくり総合計画｣と連動した行政

評価システムを構築するため､行政評価に
係る各種研修会等を実施し､施策･基本事

業の現状値把握と目標値の設定を行った｡

また､平成13年度決算を受け､平成13年
度施策･基本事業評価及び平成13年度事務

事業評価の事後評価結果を10月に公表し､

行政評価による平成15年度当初予算への反
映状況について､平成15年4月にホームペ

ージで､平成15年5月に広報しばたで公表
した｡

広島平和記念式典に中学生8名を派遣し､
平和に対する意識の高揚を図り､参加者全

員の感想文を公報に掲載し､市民の意識高
揚を図った｡

0新発田女性行動計画基本計画編の見直し
を実施(しばた男女共同参画推進プラン

に改称)｡

0男女共生市民講座(162名受講)､しばた
女と男のフェスティバル(300名参加)等､

男女共同参画社会形成に向けた意識啓発

事業を実施した｡

コミュニティ活動を支援するため､豊町
3･4丁目コミュニティはか3団体に備品

購入費等の一部を助成｡
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公会堂等建築補助事業

新発田市i加賀市友好都市交流
補助事業

コミュニティセンター建設事業

11,777

200

288,954

下/ト出自治会ほか11の自治会に公会堂の
新築､改築等工事費の一部を助成｡

バスケットボール協会が6月29日､30日
に加賀市と交流したときのバス借り上げ料

の一部を助成｡

0猿橋コミュニティセンター
鉄筋コンクリート造(一部鉄骨造)

3階建､延床面積3,639.45 Ⅱf

平成15年4月開設

0豊町ふれあいコミュニティセンター
木造､2階建､延床面積308.37 ポ

平成15年4月開設

④ 生 涯 学 習 費

生涯学習センター事業

IT講習事業

8,784

6,836

市民に広く学習の機会を提供し､生きが

いのある生活が出来る様､各種の講座､セ
ミナーを開催した｡

･アイリス大学(全7回､受講者148人)
をはじめとし､ピアノ教室､英会話講

座､音楽セミナー､パソコン教室等各
種講座開催や敬和学園大学､新潟職業

能力短期大学校などとの連携講座も開
催した｡

･生涯学習センター利用者数76,939人

IT社会に適応出来るよう､基礎技能パ
ソコン教室を引き続き開催した｡

･全78回､受講者618人

⑤市民ギャラリー運営事業費

⑥ 国際交流推進費

⑦ 電 子 計 算 費

行政情報システム再構築事業 146,688 豊浦町との電算基幹システム統合及び税

法改正等に対応し､電算システムの改造を
行った｡

0豊浦町との電算基幹システム統合に係る
システム設計及び開発作業委託

137,970千円
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⑧ 情報システム構築事業費

情報化推進事業 32,462 0庁内システムの維持管理及び庁内LANパ
ソコンの配備を行った｡

平成14年度199台パソコン配備

計 308台稼動(稼働率62%)

0新発田市情報化基本計画を策定し､冊子
及びホームページで公開した｡

⑨ 交通安全対策費

交通安全教育と安全思想の普及
事業

放置自転車対策事業 3,766

多発している交通事故の根絶をめざし､

警察･交通安全関係機関･団体と協力し､
交通安全活動に努めるとともに､市民の交

通ルール､マナーの向上を図った｡

新発田駅周辺の公共の場所における自転
車等の放置を防止し､交通の円滑化及び良
好な生活環境の保全を図った｡また､市営
自転車等駐車場の整理を行い､利用者の利

便を図った｡

⑲ 人 権 擁 護 費

⑪ 庁舎建設基金費

⑫ 財産管理費

ー
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⑬ 賦 課 徴 収 費

過年度台帳管理システム事業

新 路線価算定システム開発事業

固定資産税地図情報システム事

業

3,192

3,623

4,729

公正かっ適正な賦課事務の執行並びに事

務の効率化､迅速化の推進のため､過年度
台帳管理､市民税及び固定資産税過年度賦
課更正事務の充実を図った｡

固定資産税の評価替えに付随する既存､

新規路線の路線価評定及び資産評価システ
ム研究センターの路線価等業務管理システ

ムへのデータ入力を行い､事務の効率化及
び既存システムと連携した情報の有効活用
を図った｡

固定資産税評価事務の効率化と窓口業務

の迅速化を推進するとともに､関連する業
務間での地図情報の相互運用を図った｡

⑭ 戸籍住民基本台帳費

戸籍総合システム事業

窓口システム事業

新 住民基本台帳ネットワーク事
業

新 戸籍事務コンピュータ化事業

3.951

1,301

5,250

戸籍の一部システムにより､戸籍の記載

及び除籍の検索をマイクロフィルムで行い､
正確かつ効率的な処理により市民サービス
の向上を図った｡

窓口事務の迅速な処理により､市民サー
ビスの向上を図った｡

住基ネット第1次稼動､コード附番によ

る通知(全世帯分26,004通)

戸籍コンピュータ化(平成15年12月稼動)

に向けて､現在戸籍､附票のマイクロ撮影
を軍施した｡

･現在戸籍 約35,896戸籍､約64,612枚

･戸籍附票 約35,896戸籍､約39,485枚

⑮ 選 挙 費

新発田市長選挙

新潟県議会議員一般選挙

新発田市議会議員一般選挙

新発田市農業委員会委員一般選
挙

参議院議員補欠選拳

15,105

618

26,025

平成14年11月17日執行 (無投票)

選挙準備事務

(平成15年4月13日執行予定)

選挙準備事務

(平成15年4月27日執行予定)

平成14年7月7日執行(無投票)

平成15年4月28日執行

⑯ 統 計 調 査 費
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(3) 民 生 施 策

① 障 害 福 祉 費

在宅障害者福祉事業

(重度心身障害者医療費扶助)

(重度心身障害者特別障害者手
当の支給)

(重度心身障害者日常生活用具

の支給)

(在宅重度心身障害者見舞金)

(更生医療費の給付)

(補装具の給付)

(福祉タクシー料金の一部助成)

(障害者社会参加促進事業)

(重度J[一､身障害者等紙おむつ購
入費補助)

(障害者ふれあいルーム事業)

施設入所者福祉事業

207,652

(64,977)

(93,248)

(4,447)

(2■,430)

(9,000)

(24,985)

(6,280)

(1,677)

(608)

(673)

325,186

障害者基本法の理念を踏まえ､障害者の
自立と社会参加のため､障害の軽減を図り､
障害者の年齢･種別程度に応じ､適切な医
療保護､手当､用具の給付等調和のとれた

在宅障害者福祉事業を実施した｡

重度心身障害者医療費扶助 24,804件

重度心身障害者特別障害者手当年間受給
者数 3,245件

住宅改修(段差解消)､特殊寝台､入浴

補助用具､歩行支援用具､拡大読書器他
57件

在宅重度心身障害者で介護を要する人に
見舞金を支給した｡年額30千円､81件

各種障害の除去又は軽減のため手術費用
等を給付した｡ペースメーカー埋め込み他

電動リフト式幸いす､下肢装具､義手他

器具修理等の給付 219件

福祉タクシー 566人6,960枚

リフト付福祉タクシー118人 930枚

盲人ガイドヘルパー派遣事業委託

(新発田市社会福祉協議会へ)

月額2,500 円助成 244件

障害者の自己表現の場を増やし､仲間同

士の交流･情報交換の場を提供し､コミュ

ニケーション能力の向上を支援した｡

･パソコン･陶芸･親子料理･和紙ちぎ
絵教室､障害者生活講座等を開催｡

参加者総数201人

障 害者の障
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の適応能力を高めっっ､

更生･援護施設等の
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(身体障害者更生援護施設入所
委託)

(進行性筋萎縮症者入所委託)

(知的障害者援護施設入所委託)

(知的障害者通勤衆人所委託)

社会福祉法人･団体等の育成事業

((福)阿賀北福祉会負担金)

((福)七穂会負担金)

(下越障害福祉事務組合負担金)

((福)のぞみの家福祉会補助金)

(加治川郷負担金)

(各種団体の補助)

新 福祉医療システム開発事業

(6,690)

(275,763)

(1,360)

87,981

(1,982)

(181)

(75,610)

(2,548)

(1,786)

(5,874)

6,300

新潟みずほ園､第2みずほ園､もぐら工
房､プレイスホーム

国立療養所新潟病院

緑風園地7施設

三条市知的障害者通勤寮長久の家

各種団体の活動に対して活動の進展と活

発化を図るため､事業運営の助成を行った｡

･新発田市身体障害者団体連合会150千円
･第3地区スポーツ大会 70千円

･新発田市手をつなぐ育成会 5,554千円

･新発田地区腎友会 100千円

障害者･ひとり親医療費助成業務の電算
化を図るため､システム開発を委託し事務

効率を高めた｡

② 老 人 福 祉 費

自立支援家事援助サービス事業

生活支援デイサービス事業

生活支援短期入所事業

配食サービス事業

介護サービス利用者負担金扶助

18,899

2,975

6,987

3,765

要介護認定において｢非該当｣と認定さ
れ支援が必要な高齢者に対して､市が福祉
施策として自立支援に向けて､サービスを

25人に提供した｡

介護保険制度施行日までにデイサービス
センターを利用していた高齢者等の中で､
介護保険の対象外となった高齢者等に対し

て､引き続きサービスを13人に提供した｡

介護保険で要支援･要介護まで至らない
が養護が必要な高齢者を､養護する家族に
代わって一時的に養護する必要がある場合

に､特別養護老人ホーム等に入所させて､
サービスを提供｡ 利用者なし｡

介護認定を受けた65歳以上の単身又は高
齢者のみの世帯で､調理が困難な者に対し

て､バランスのとれた食事を137人に提供
し､併せて安否の確認を行った｡

居宅介護サービス利用者のうち低所得者

に対して､利用者負担金を助成した｡
利用助成者244人
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訪問介護低所得者負担金扶助

新 社会福祉法人利用者負担額減

額補助事業

在宅介護支援センター事業

ふれあい学院運営事業委託

一人暮らし高齢者等緊急通報装
置設置事業

高齢者福祉電話設置事業

寝たきり高齢者家庭援助事業

寝たきり高齢者寝具乾燥事業

高齢者向け住宅整備補助事業

給食サービス運営事業楠助

在宅介護者感謝の集い事業

老人福祉センター金蘭荘負担金

2,626

41,891

596

1,361

684

15,561

217

4,821

2,415

293

24,346

介護保険施行時ホームヘルプサービスを

利用していた低所得者が､引続きサービス

を受ける場合は､10%の利用者負担金を3
%に軽減するもので､利用負担軽減された
人は､障害者38人､高齢者68人であった｡

介護保険サービス利用の低所得者に介護

サービス利用料の50%を減額している社会
福祉法人に対して助成した｡

助成対象者51人

在宅の要援護高齢者やその家族の介護に

関する相談に応じたり､各種の保健･医療

･福祉サービスが総合的に受けられるよう､
関係各機関と連携･調整を図るとともに､

介護機器の選定や住宅改造などの相談に応
じ､サービス申請の便宜を図 つ

相談件数 1,465

実態把握件数 1,040

介護予防教室 20回､424

た
件
人
人

訪問介護員2･3級養成講座の実施
2級36名､3級26名が受講

一人暮らし高齢者等の緊急事態に対処す
るため､緊急通報装置を85世帯に設置して
高齢者の安全を図った｡

一人暮らし高齢者等の安否確認及び相談
に対応するため､福祉電話を28世帯に貸与
し､基本料金を扶助した｡

在宅の寝たきり高齢者1人に布おむつを
貸与した｡また､紙おむつ代を 800人に対

して助成を行い､清潔で心地よい生活を確

保するとともに､家族の身体的･経済的負
担の軽減を図った｡

在宅寝たきり高齢者等の寝具の丸洗いや
乾燥を11人に実施し､衛生の保持を図った

高齢者等との同居を容易にするため､13
人の高齢者に身体状況に適したものに住宅

改造を行い､その要した経費の一部を助成
することで､住宅環境の整備を図り､高齢
者が自立した生活を送れ､介護者の負担も

軽減することが出来た｡

利用者98人の70歳以上の一人暮らし高齢
者の健康増進と孤独感の解消を図るため､

給食サービス事業に補助を行った｡

家庭で寝たきりの高齢者を介護をしてい

るご家族の日頃の労をねぎらうため75人に
交流の場を提供する事業を行った｡

高齢者の教養の向上やレクリエーション
等の便宜に供するため､金蘭荘運営事業の
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養護老人ホーム入所措置

新発田地域老人福祉保健事務組

合負担金

特別養護老人ホーム建設借入金
償還金補助

老人医療費扶助事業

新 介護相談員派遣事業

外国人高齢者福祉手当助成事
業

105,027

23,231

48,512

2,031

1,490

840

助成を行った｡

在宅での生活が困難と認められる一人暮
らし等の高齢者5人を養護老人ホームへの
入所措置を行った｡

養護老人ホームの環境整備を行い､施設

の機能を維持管理するため助成した｡

二の丸3,959千円､とっさか14t724千円､
つきおかの里29,829千円

65歳以上の一人暮らし高齢者及び寝たき
り高齢者の医療費給付を行った｡

介護施設サービス提供の4施設に介護相

談員が訪問し､サービス利用者から直接話
を聞き利用者の不満､不安の解消を図った｡

相談件数 21件

うち解消を図る事ができた件数12件

日本国籍を有しないという理由だけで老
齢年金を受給できない高齢者7人に福祉手
当を支給した｡

③ 国 民 年 金 費

④ 地方改善事業費

人権啓発活動地方委託事業

同和地区啓発活動補助事業

隣保館運営事業

170

2,300

10,802

人権･同和問題の早期解決に向けて講演
会開催等を実施し､同和問題に関する偏見

や差別意識の解消に努めた｡

基本事業として､社会調査及び研究事業､

相談事業､啓発･広報活動事業､地域交流
事業､地域福祉事業､貸館事業等､特別事

業として地域交流促進事業等を実施した｡

⑤ 児 童 福 祉 費

母子･児童福祉事業
(ひとり親家庭医療費扶助)

新 (児童扶養手当費扶助)

(26,625)

(75,527)

18歳未満の児童を養育している父子家庭

･母子家庭に対し自己負担医療費を扶助し､
疾病の早期治療を促進し､健康で明るい家
庭生活の維持に努めた｡

父母の離婚などにより父と生計を同じく

していない児童を養育している人に74,734
千円を支給した｡また､電算システムの開
発を委託し､児童扶養手当の迅速な事務処
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(児童手当の扶助)

認可保育園維持補修 (15園)

私立保育園運営委託料(5園)

エンゼルプラン推進事業

へ善地保育所維持補修(7所)

へき地保育所運営委託料(7所)

子育て支援事業交付金

保育園整備事業

新 保育園建設事業

新 情操教育推進事業(みどりの

新発田っ子プラン推進事業)

(258,800)

17,011

424,234

69,065

3,580

8,723

4,977

12,640

91,111

1.362

理を行った｡

家庭における.生活の安定と次代の社会を
担う児童の健全な育成及び資質の向上を図

るため､児童を養育している人に手当を支
給した｡

児童手当 107,490千円
特例給付 10,515千円
就学前特例給付 140,795千円

次代を担う児童の健仝な育成及び資質の
向上を図るため､保育環境の維持･改善を

行った｡

住吉､三ノ丸保育園公共下水道排水設
備工事 8,682千円はか

保育に欠ける世帯において､世帯の負担
軽減及び児童の健全育成のために､私立5
園に保育を委託した｡

女性の社会進出に伴い､要望の多い未満

児保育事業等について､私立保育園に補助
をするなどし､保育サービス及び子育て支

援の充実を図った｡

老朽化の著しいへき地保育所施設の危険

性が伴う箇所及び備品を修復した｡

中倉保育所保育室床張替え､トイレ補
修工事1,680千円ほか

へき地保育所を運営している7地域の運
営委員会へ､委託料として支出した｡

入所児童数 延1,377人

出生率の向上と次代を担う子どものすこ

やかな成長に寄与することを目的とし､安

心して子どもを産み育てることができる社
会環境づくりのため､第3子以降を出産し

た者に対し､当該児の養育費用の一部を交
付した｡

交付件数100件(1件の上限額5万円)

0歳児の保育環境の整備として西園･住

吉保育園の乳児室の改修及び保育園への不
審者対策として南･住吉･中井保育園にフ

ェンスを設置した｡

老朽化した川東保育園と､児童数の減少

により運営が困難となったへき地保育所(
宮古木､板山､虎丸､上三光)の統合建設
をするために､土地の確保､造成､調査を

実施した｡

用地取得面鏡8,046.09Ⅰぜ 43,207千円他

園児が心やさしく情操豊かな人間として

育つように､植物の栽培､動物の飼育等の
事業を公立15園､私立5園で実施した｡
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子育て支援事業

家庭児童相談員事業

新 ファミリー･サポート･セン
ター事業

遺児激励事業

2,746

1,197

2,321

遊びの場の提供や遊びの指導､育児相談､
子育てサークル支援等を実施し､子育て中

の親の交流を推進することで､親の育児ス
トレスや不安の解消を図った｡

育児講座5回 延参加者数520人

子育てに不安を持つ保護者に安J亡､して子

育てをしてもらうため､適切な相談指導を
行った｡ 相談件数 延1864件

育児と仕事の両立及び子育て家庭を支援
するため､センター事務局が｢育児の援助

が必要な会員｣に｢援助ができる会員｣を
紹介する地域の子育て支援として､1月1

日に設立し､2月に活動を開始｡説明会､
会員養成講座を開催した｡

会員登録総数は88人(3月末現在)
うち提供会員31人､依頼会員39人

両方会員18人

遺児の健全な成長と遺児家庭の福祉増進

を図るため､次の事業を行った｡
文化会館主催事業招待(2回)
優良映画鑑賞招待 (1回)

親子バスハイク (2回)

入学･進学･卒業祝い

クリスマスプレゼント
新発田みどり全事業助成

(妙 音少年健全育成費

青少年健全育成事業

児童センター活動事業

16,908

4,181

0市民会議活動助成
0青少年問題協議会開催(1回)

0母親クラブ活動の推進

0明るい家庭づくり運動推進
0青少年健全育成地域活動推進事業

指定7中学校区

0青少年団体活動助成
市子ども会連合会等3団体

0青少年団体交歓事業

0青少年健全育成講演会の開催
0通常補導(補導車による巡視)

0特別補導
新発田ま

0列車内補導

り2つ( パトロール等
)回

0愛のパトロール
PTAと協力し夏休み期間中

0補導委員会研修会
視察研修2回､通常研修4回

0面接相談､電話相談､
0訪問相談100件

0相談員研修
視察研修2回･通常研修4回

0親子であそば
3期23回 参加者1,886人
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放課後児童健全育成事業

新 児童センター東豊分館移転改

修事業

新 児童センター加治分館新築事

業

32,479

13,979

32,054

0チャレンジクラブ

8教室 各10回参加者1,111人

0児童文化普及活動
31事業 参加者2,366人

0サマースクール

10校 参加者335人

0青少年ボランティア
延べ参加人数184人

放課後留守家庭の児童クラブ活動

クラブ数 8 箇所
クラブ登録児童数 843 人

児童センター東豊分館移転改修
200.79Ⅰぱ

児童センター加治分館新築
172.24Ⅰ丘

⑦ 生 活 保 護 費

(診 社会福祉事業推進費

民間福祉団体育成事業

((福)社会福祉協議会運営事業
費補助)

(民生委員児童委員連合会補助)

社会福祉センター(ボランティ

アセンター)事業

(社会福祉センター運営費補助)

(ボランティア活動推進事業補

助)

(ボランティア車運営事業補助)

(ボランティアフェスティバル
負担金)

相談事業委託

36,920

(31,224)

(5,696)

26,031

(22,685)

(1,378)

(1,068)

(900)

2,308

社会福祉法人社会福祉協議会に対して助
成を行い､民間福祉団体の育成に努め地域

の社会福祉活動の増進を図った｡

ボランティア活動と地域福祉･在宅福祉

活動の拠点として､社会福祉の推進を図っ
た｡

社会福祉協議会に事業を委託し､心配ご

と相談所(市役所内)､結婚相談所(ボラ

ンティアセンター内)を開設し､適格な助
言指導を行った｡

JL､配ごと相談 409件
結婚相談 68件
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総合健康福祉センター管理運営
事業

27,514

(4) 衛 生 施 策

① 保 健 衛 生 費

市民の健康で明るい生活の実現のため､

健康の維持増進､障害者や高齢者の社会参

加と自立､在宅介護等の積極的な支援とネ

ットワーク化を目的とした保健･福祉の総
合的な拠点として機能するよう管理運営を
した｡

地区組織育成事業

成人健康生活支援事業

母子保健事業

新 ブックスタート事業

乳児医療費助成事業

幼児医療費助成事業

歯科保健事業

栄養事業

めざせ100彩健康づくり推進事
業

健康づくりフェスティバル事業

総合健康福祉対策協議会事業補

3,109

147,335

22,897

1,980

21,344

44,151

4,659

1,425

728

1,000

1,639

健康の保持増進と生活環境の健全化を目

指し､新発田市保健自治会の育成に努めた

0健康診査(基本健康診査､肝炎ウィルス
検診､胃がん検診､子宮がん検診､乳が

ん検診､肺がん検診､大腸がん検診)

0健康相談､健康教育

0訪問指導
0健康診査一括申込み.

0健康手帳の交付
0結核予防健診
0骨粗しょう症健診

0妊婦健診､乳児健診､妊婦歯科健診､乳
児歯科健診､新生児訪問

01歳6カ月児健診､3歳児健診

0集団プレー､育児相談､育児教室､母親
教室､栄養強化事業

698人の乳児に絵本の読み聞かせ体験と
あわせ絵本をプレゼントした｡

乳児医療費助成

幼児医療費助成(入院､通院共に4歳未

満児まで)

0フッ素塗布

0むし歯予防教室
06歳児歯科健診

0歯の健診と相談

0成人歯科健診
0新 歯科保健推進校

市民に正しい食生活の普及を図るため栄

養講習会を実施した｡

食習慣改善及び運動習慣の定着のため講
演会等を実施した｡

市民への健康づくり活動啓発事業を実施
した｡

保健･医療･福祉の一元化による､きめ
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県立新発田病院整備促進事業

精神保健福祉事業

(啓発普及団体支援)

新 (在宅支援)

新 (精神障害者適所授産施設整

備事業)

300

88,156

(3,532)

(3,072)

(81,55Z)

細かな地域社会システムの構築と推進を図
り､明るい長寿社会の建設を目指して調査

･研究を実施した｡

老朽､狭あい化した新発田病院の建設に

向け､整備促進期成同盟会を通じて､事業

の促進を図った｡

精神障害者社会復帰検討会及び啓発普及

事業を実施するため検討会や講座を開催し
た｡

適所作業所の運営支援と家族会の活性化
を図るためのサービスを提供するため､し

ば草会や精神障害者家族連絡協議会に助成
した｡

ホームヘルパーの派遣をはじめ､グルー

プホーム運営支援などの自立支援のための

サービスを提供するため､曙会グループホ

ームに助成した｡

自活､社会復帰のため必要な訓練及び指

導を行う適所授産施設｢夢工房｣の整備を
行った｡

② 予 防 費

予防接種事業 51,832 0予防接種実施体制の定着を図り､定期予

防接種(ポリオ､三種混合､二種混合､
風疹､麻疹､日本脳炎)を安全に実施し､

疾病の流行防止に努めた｡

0結核予防法に基づくツベルクリン検査及
びB CG接種を実施した｡

0高齢者のインフルエンザ予防接種を開始
した｡

③ 公衆浴場確保対策費

公衆浴場設備改善事業

公衆浴場経営維持事業

公衆浴場無料入浴事業

1,447

1,208

公衆浴場存続のため､設備改善に要する
費用の一部を補助した｡

公衆浴場経営に要する水道料金､燃料費
を補助した｡

家庭風呂のない高齢者や母子世帯､生活

保護世帯等を対象として､無料入浴券を交
付した｡

一
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④ 畜 犬･衛 生 費

⑤ 環 境 衛 生 費

環境衛生対策事業

(衛生害虫防除薬剤費助成)

(食葉･不快害虫等防除事業) (6,340)

衛生害虫による健康被害等を防止するた
め､自治会等で実施する防除事業の薬剤代
金の一部を助成した｡

個人 6件､町内会 39件

公共施設等の樹木保全に努め､市街地に
おける公衆衛生の推進を図った｡

公共施設 33件､町内会99件
個人 247件

⑥ 公 害 対 策 費

環境美化推進事業

(クリーン作戦)

(環境美化推進業務委託).

(不法投棄防止巡回警備委託) (786)

新発田大クリーン作戦では､6月9日の

統一実施日前後を含め約1万8千人が参加

し､市内全域の一斉清掃を実施した｡
ごみの不法投棄常習地も当事業により着

実に改善され､収集量も約61トンと年々少
なくなってきており､多数の市民が自らの
活動で清掃を行うことによって､不法投棄
及び地域の環境美化に関する認識を更に深
めることができた｡

(12年度118トン､13年度86トン)

環境美化を推進することを目的として､
飼い犬のふん害の把握と撤去をはじめ､不
法投棄ごみの回収等を委託した｡実績とし

て､公園等における犬のふんの回収が延べ
2,606ヶ所､家電リサイクル法対象品目91

台､タイヤ･自転車等の回収が328台､そ

の他のごみとして軽トラック73台分の不法
投棄ごみを発見･回収した｡犬のふん害及

び不法投棄については､意識啓発及び監視

などの防止策が挙げられるが､こうした現

状把握･回収も､環境美化の推進を図る上
で効果があった｡

ごみの不法投棄防止のため､不法投棄常
習箇所の夜間の巡回警備を委託｡

(延べ96日､832地点を巡回)
不法投棄現場を押さえることは出来なか

ったが､大規模な不法投棄箇所は減少した｡
大クリーン作戦等でのごみの回収量が減少
していることから､一定の抑止効果が認め

15



環境基本計画策定事業 10,027

られる｡

環境の保全に関する施策の総合的かっ計
画的な推進を図るための新発田市環境基本
計画を策定した｡本計画では､環境分野ご
とに市内全域に及ぶ現状分析と課題を抽出｡

その上で､数値目標を伴った計画を策定

した｡また､地区別･主体別に指針を定め､
市民･事業者にも取組みやすいよう配慮し

た｡計画策定に関しては､学識経験者や市
民･事業者からならる環境蕃議会及び環境
基本計画策定ワーキンググループにより2

年間に渡り充分審議していただいた｡また､
計画については､概要版を全戸配布したほ

か､計画本文を市内の各関係機関に配布し｣
計画の周知･協力を図った｡

⑦ 塵 芥 処 理 費

ごみ減量資源回収事業

(資源ごみ収集処理)

(生ごみ処理機器購入支援)

(ごみステーション設置支援)

(資源ごみ集団回収奨励金交付)

(135,217)

(1,094)

(759)

(572)

資源ごみの収集処理及び各種支援事業で

リサイクルの推進を図った｡

0資源ごみ収集量
リサイクル率

0コンポスト容器
EM密閉式容器
電動生ごみ処理機

0実施団体
設置箇所数

0登録団体数
回収量 古紙

布

5,355トン

25.9%

137個

53個
35 台

10 団体
17 カ所

3

7

0

38

1

469

アルミ缶 8,

スチール缶

857

体団
反
転
短
k
g

(5) 労 働 施 策

① 勤労青少年費

② 労 働 諸 費
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(ごみの減量､再資源化及び不
法投棄防止推進事業)

新 (五十公野山赤松林再生事業)

新 (猿害対策調査事業)

(河川環境整備事業)

(情報教育推進事業)

新 (学習指導強化事業)

新(民具整理､展示事業)

新 (歴史的建造物調査･観光資
源発掘事業)

住宅建設資金貸付事業

勤労者福利厚生活動事業

サン･ワーク維持管理事業

サビンスポーツランド及びサン･
持維ジツレ 管理事業

(26,624)

(1,834)

(10,000)

(8,715)

(4,800)

(8,468)

(1,888)

(9,123)

99,687

12,000

22,608

37,183

ごみの減量､再資源化及び不法投棄防止
推進事業で失業者を雇用

新規雇用の失業者 30人

五十公野山の赤松林を再生するため､下
草刈りや小藩木伐採等を2ba実施した｡

市内全域で農家組合員等による｢猿の群
れ数や移動経路､被害程度等の目撃調査｣

のほか､調査員が農地パトロールを行い､

こホンザルの追い払いを行った｡

坂井川､姫田川の河川敷内の雑木を伐採
し､河川環境の整備を行った｡

コンピュータ機器を活用した教育の推進
を図るため､業者にコンピュータアドバイ
ザーを雇用させ､小･中学校教職員に対し
てコンピュータの操作方法や活用方法の指
導を実施した｡

アドバイザー雇用者数 4名

小中学校における新教育課程の円滑な実
施や基礎学力の定着を図り､問題行動･学

級崩壊を防止するため､補助教員8名を雇
用した｡

生涯学習の振興のため､市民等から寄贈
を受けた民俗資料を整理し､写真撮影及び

台帳記入､展示を行った｡

0歴史的建造物調査
文化財の掘り起こしと保存活用のため､

築後50年以上経つ神社､寺院を対象に現
地確認し台帳記入を行った｡

0観光資療発掘
観光体系の確立を図るため､市内の祭

礼行事等､観光資源の発掘調査を行った｡

定住･持家を促進するため､住宅の新築､
増築又は購入の希望者への資金のあっせん

を行い､融資に対して預託をした｡

勤労者の福利厚生の向上と雇用の安定促
進に資すため､(財)新発田市勤労者福祉
サービスセンターに管理運営費の一部を補

助した｡

サン･ワークしばたの管理運営を行った｡

サンスポーツランド及びサン･ビレッジ

の管理委託を糊新発田市公園都市施設協会
に委託し､市民にスポーツの場と機会を提
供した｡
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(6) 農 林 水 産 施 策

① 農 業 委 員 会 費

農地利用集積実践事業

農業者年金事業

地域農業システム確立農地集積
事業

1,827

2,659

農地法､農業経営基盤強化促進法等によ
り､農地の流動化､利用集積を積極的に推
進するため､農地銀行支店長(農業委員)
による､農地の利用権設定等で地域農業の
強化を図った｡

所有権移転 21件 5.1ba

利用権設定 484件 299.9ha

新農業者年金制度への加入促進と的確な

経営移譲による年金受給を進め､担い手育
成及び農業者の老後の生活安定と福祉の向
上を図り､将来に向けた農業経営の安定を

推進した｡

認定農業者の経営規模拡大と経営安定に
資するため認定農業者に対し､利用権設定

等により､農地の集積を行った場合､出し
手農家に補助金を交付し､認定農業者の育
成と農地の利用集積を推進して経営基盤の
強化を図った｡

対象件数49件､面積30.8ba

② 農 業 総 務 費

③ 農 業 振 興 費

農業振興事業委託事業

カメムシ頸防除対策事業

農業経営基盤強化費金利子助成

事業

緊急農業経営安定資金利子助成
事業

経営基盤強化促進対策事業

農林水産業総合振興事業

10,000

2,800

2,857

42

536

74,989

本市の農業振興の基本方針と施策の審議
及び農業振興事業の実施を新発田市農業振
興協議会へ委託した｡

加治川を中心とした土手の一斉草刈りを
農家組合等へ委託し､カメムシ類による斑

点米格落ちを防ぎ､水稲の品質向上を図っ
た｡

認定農業者が借り入れる農業経営基盤強

化資金への利子助成を行った｡

農産物価格の下落､生産調整の拡大によ

る認定農業者等の経営圧迫に対応し､県と
ともに利子助成を行うことにより､地域農

業の安定を図った｡

農用地利用集積の推進や認定農業者制度

の啓発などにより農業経営体の育成を推進
した｡
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(ふれあいセンター整備事業)

(土地利用型作物本作化条件整

備事業)

(｢新潟米｣低コスト生産緊急

対策事業)

(経営体等育成事業)

新 (トップブランド｢新潟米｣

推進事業)

(複合部門導入支援事業)

農業経営改善資金貸付事業

施設園芸産地育成事業

地域農業確立対策事業

猿害対策事業

農地流動化地域総合推進事業

地域水田農業経営確立総合支援
事業

新規就農者支援事業

(新規就農者支援事業)

(16,000)

(27,262)

(22,344)

(4,383)

(3,500)

(1,500)

25,671

22,872

38,391

229

23

3,860

上申沢集落ふれあいセンター､新屋敷集
落ふれあいセンター､横山集落ふれあいセ

ンター建設に対して補助を行い､コミュニ
ティづくりを助長し､快適な地域づくりを
進めた｡

大豆の本作化のため､中谷内大豆生産組
合他のは種機や培土機等の導入に対して補

助した｡

稲作のコスト低減を図るため､集落ぐる
みの生産組織が行う営農用機械の導入に対

して補助した｡

経営体育成のため､農事組合法人二王子
と有限会社アドパンフアームしばたの営農
用機械の導入に対して補助した｡

効率的な収集システムを確立するため､

JA北越後が導入するカントリーエレベー

ター用メッシュコンテナ等に補助した｡

米倉地区でのヤマノイモ栽培､道賀地区

でのアスパラガス栽培を目指す新規参入者
を募り､産地の活性化と維持発展を図ると
ともに園芸複合経営の確立と農業所得の向
上を図った｡

農業経営改善のための資金の貸付けを

行った｡

JA北越後リースによる園芸用パイプハ
ウス整備や道賀のアスパラハウス導入に対
して補助し､収益性の高い園芸複合経営の
育成及び施設園芸産地の形成を促進した｡

地域農業の振興を図るため､生産条件の

整備､とも補償制度の活用による生産調整

の推進､国･県補助事業導入等への支援を
行った｡

中山間地域等で頻発する猿被害に対応す
るため､簡易防護柵の展示を5カ所で行っ

たほか､猿害を受けない作物としてウコン
を選定し3カ所で実証を行った｡

｢農業経営基盤強化促進基本構想｣の進
行管理と農地流動化を推進した｡

生産調整について審議する水田農業確立
推進協議会へ補助するとともに大豆等の生
産の組織化･栽培の団地化によって､生産

性の高い土地利用型複合営農の推進を図っ
た｡

新規就農者支援のため､新たな利用権設
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(緑の山里雇用促進創出緊急支

援事業)

農業生産総合対策事業

中山問地域等直接支払交付事業

地場産農産物利用促進事業

米対策緊急支援事業

土壌改良促進事業

(1,200)

300

45,900

1,600

19,952

26,979

定に対して補助した｡

農業法人等が行う離職者等に対する就業

現場での実践研修活動を進めるため､農業
法人等に助成し､中山間地域における就業

の場の確保を図った｡

オペレ一夕ー講習会の開催､担い手会議

の開催､大豆加工技術研修会開催等､農業
生産対策に補助した｡

中山間地域等で条件に合致した13集落を

対象として生産条件に関する不利性の補正
と担い手の育成活動を支援し､農業･農村

が有する多面的機能の維持･増進を図った｡

学校給食等に地場産農産物を提供するこ

とによって､児童･生徒･保護者等(消費

者)に対し､地域農業への理解を促進し､

併せて地場産農産物の消費拡大を図った｡

米の需給ギャップにより米価が低落して

おり､生産調整の拡大への支援策を講ずる
ことによって米価の低落の防止及び農家経
営の安定を図った｡

消費者に安心で安全な農作物を提供する

ことを目的に､土壌本来の機能を維持･増
進するため､土壌改良資材の投入を行い､

土壌環境の改善を図った｡

④ 畜 産 業 費

畜産振興総合対策事業

畜産生産性向上事業

新 資源循環型社会づくり事業

758

3,203

飼養､経営管理技術向上の推進と畜産業

の総合的な振興を推進した｡

酪農経営における効率化を図る事を目的

に､上車野酪農組合のサイレージカッター

の導入に対して補助し､生産性の向上を図

った｡

土づくりを核とした資源循環システムづ

くり等の参考とするため､水田の土壌分析
や原料の異なる堆肥を用い成育調査を行っ
た｡また､資源循環型社会のシンボルとし

て｢菜の花団地｣の形成を進めるなど資源
循環型社会づくりへの取り組みを行った｡

⑤ 農 地 費

農道維持の原材料支給等 21,726 農道の機能確保を図るため､地域に対し

て敷砂利､生コンクリート､二次製品等を
支給し､適正管理を行った｡

生コン 726.35Ⅰぜ10,473千円
砕石 1,178.5 d 6,898千円

二次製品(U字側溝)4,355千円
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担い手育成農地集積事業

県営担い手育成基盤整備事業

(新発田北部地区)

(小坂地区)

(坂井川右岸地区)

(加治川地区)

(加治川右岸地区)

(三悠乙見江地区)

(蔵光地区)

(太斎地区)

新(川東地区)

農業農村整備事業調査計画事業

(山内地区)

(米倉地区)

(佐々木南部郷地区)

新(五十公野地区)

県営かんがい排水事業(排水対

策特別) (城下地区)

国営造成施設管理体制促進事業

新 天辻川調査計画事業

新発田川改修(山王地区)事業

92,254

(19,06】_)

(1,000)

(29,679)

(868)

(21,111)

(9,840)

(6,908)

(647)

(3,140)

7,416

(687)

(2,132)

(2,761)

(1,836)

14,025

4,915

4,200

9,450

県営担い手育成基盤整備事業実施地区に
おける農地集積の円滑な推進を図った｡

県営ほ場整備事業に対する負担金

暗渠工 40ha

暗渠工 6.3ba

機場工 一式

区画整理工 34ha

区画整理工 10ba

■区画整理工 14ba

区画整理工 1ba､ため池

実施設計

実施設計

ほ場整備事業実施予定地区における県営､
団体営で行う調査計画事業に対して柿助し
た｡

事業費69,300千円に対する負担金

排水路整備 L=333m

土地改良費の負担軽減を図り､農業生産
環境の改善に努めた｡

天辻川流域地区の湛水被害を防止するた
め､基本計画を策定した｡

山王地区新発田川改修工事

排水路整備 L=58m

⑥ 農 道 整 備 費
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県営広域関連農道下新保線整備
事業

5,655 事業費22,624千円に対する負担金
下層路盤工 L=239 m

⑦ 農村基盤総合整備費

⑧ 農村振興総合整備費

農村振興総合整備事業

新 農村振興整備支援事業

4,005

1,004

安心でゆとりある生活のできる農村､都
市にはない魅力的な資源のある農村の創出
を推進した｡

実施計画 一式

農村地域の活力と個性のある多様な地域

づくりを推進するため､住民参加による施

設の整備･維持管理･利活用に対する支援
を行った｡

⑨ 林 業 振 興 費

松くい虫防除事業

流域森林総合整備事業

新 里山保全管理推進事業

広域基幹林道新発田南部線開設
事業

森林公園整備事業

都市山村交流促進対策事業

林道維持事業

林道維持の原材料支給等

7,673

1,880

619

24,029

59,937

982

桧くい虫防除剤の地上散布面積について

は44.5ba､被害木92本については伐倒によ
る松くい虫媒介虫の駆除を実施し､五十公

野山の松林の健全化を図った｡

五十公野山天然林の育成環境を整備する
ため､8baを対象に小港木の伐採と下草刈

りを実施した｡

里山としての認識や愛着の醸成を目的に
五十公野山でのボランティアによる下草刈

りや潅木の伐採作業を行った｡
参加者 41名

事業費149,500千円に対する負担金
中々山地区､荒川地区

開設工事 L=234m

舗装工事 L=323m

園路整備工 一式
野営炊事棟整備工 一式
キャンプ場便所整備工 一式

都市と山村地域の交流を促進し､山村地

域の活性化を図った｡

赤倉岐線等の維持管理を行った｡

林道大松線､松岡線､金鉢線､赤倉岐線
等を砂利及び生コンで補修を行った｡
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L=183m

⑲ 水 産 業 費

⑪ 発酵のまちづくり事業費

(7) 商 二L 観 光 施 策

① 商 工 業 振 興 費

商工観光振興事業

制度融資貸付事業

中小企業等振興事業奨励補助事
業

新 市街地活性化推進事業

26,697

705,288

1,187

33,159

商業､工業､観光の各団体の構連携を促
進し､活動の活性化と効果的､効率的な事

業推進に努めた｡

中小企業者の経営安定と資金の円滑な調
達と経営基盤の強化を図るため資金のあっ

せんを行い､融資に対して預託をした｡

･県地方産業育成資金

･経営安定化対策資金
･中小企業振興資金

･空き店舗等対策資金
･中小企業活性化対策資金等

市内特定地域への工場や特定商業集積地

に進出した企業等に助成した｡

地域独自の｢自然景観｣や城下町400年

の｢歴史資源｣並びに｢四季が織りなす伝
統文化｣を一同に会す市民参加型イベント

｢ふるさとしばたの物語｣を開催し､産業
振興並びに中J仁一､市街地の活性化を図った｡

② 観光費振興事業費

新発田市観光開発公社振興事業

観光施設維持管理事業

46,681

75,306

各種イベント開催や観光資源などのPR
を通し､市内外から誘客するとともに商業､

物産など本市の産業振興に資するため､観
光開発公社を支援した｡

ふるさと会館､旧県知事公舎記念館等の

観光施設の維持管理を行い､さらに新発田
温泉｢あやめの湯｣の自噴停止に伴い､渡
り廊下･足湯の増築工事を行うことで､サ
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観光案内施設設置事業

赤谷林道法面防護事業

山岳観光推進事業

3,000

19,478

7,539

ービスの向上を図った｡

スムーズな観光施設への誘導と､本市の
観光イメージアップを図ることを目的とし

た観光案内施設整備を行った｡

赤谷林道の法面崩落危険箇所の防護工事
を実施した｡

湯の平温泉をはじめ､各山岳観光施設の

整備及び管理を行った｡

③ 産 業 振 興 費

食品開発推進事業

新 農作物等新商品開発事業

融資貸付事業

(西部工業団地立地特別資金貸
付事業)

(食品工業団地立地特別資金貸

付事業)

(中小企業団体共同施設等貸付

事業)

西部工業団地造成事業特別会計
貸付事業

新産業創造支援事業

(新産業創造支援事業補助金)

(新分野進出等支援補助金)

産業振興のまちづくり検討事業

3,140

300

592,827

(115,380)

(2,990)

(5,090)

469,367

11,250

(1,250)

(10,000)

221

食品関連の新商品開発･発掘指導を行っ
た｡

新商品開発･試作に対し補助した｡

交付実績 1団体

西部工業団地､食品工業団地への進出企
業及び団体の経営基盤の強化を図るため資
金のあっせんを行い､融資に対し預託を行

った｡

平成14年度において不足が生じる｢西部
工業団地造成事業特別会計｣へ貸付を行っ
た｡

市内において優れたアイデアに基づき新

しい技術の導入､画期的商品の開発､新規

市場の創出､新事業の展開等新産業を創造
する企業を支援した｡

交付実績 1社

交付実績 1社

｢新発田市産業振興･地域整備に関する

懇談会｣を設置し､産業振興及び地域整備
に関する施策･事業の取組の方向性に対し

て検討･提言をいただいた｡
懇談会の開催 4回
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(8) 建 設 施 策

① 道路橋りょう総務費

法定外公共物管理事業

街灯整備事業

防犯灯維持管理事業

23,940

8,991

19,728

公共の用に供している新発田･五十公野
地区内の里道､水路等の国有財産の譲与を

受けた｡

通勤･通学路を中JLりこ街灯･防犯灯を設
置し､夜間の通行の安全を図った｡

一般道71灯､通学路59灯を設置

夜間の通行の安全確保のため､照明器具

等の維持管理を行った｡
修理件数 2,976件

② 道 路 維 持 費

道路維持補修事業

(道路維持工事費)

(道路補修)

(道路側溝及び下水路清掃)

(道路面清掃及び草刈等)

172,107

(119,989)

(33,116)

(13,912)

(5,090)

安全で､良好な道路環境の整備を図るた

め､道路パトロールを強化し､迅速適切な
維持補修に努めた｡

城北町2丁目地内舗装工事及び岡田地内
側溝改築工事等の道路維持工事を行った｡

工事件数116件

市道の路面補修及び側溝の修繕を行った｡
補修件数241件

道路側溝及び下水路清掃を実施した｡

市道及びサイクリングロードの清掃及び
除草を行った｡

③ 道路新設改良費

市単独道路整備事業

(道路新設改良工事)

(道路舗装新設工事)

(道路用地費等)

(設計委託費等)

(生コン舗装原材料)

(バリアフリー歩道整備事業)

(県営道路整備事業負担金)

(私道及び融雪施設整備事業)

666,408

(346,521)

(12,065)

(146,476)

(61,400)

(2,998)

(26,483)

(44,107)

(6,328)

生活利便性の向上とまちの骨格整備のた

め､重要度､緊急度を勘案して幹線道路･
生活道路の改良整備に努めた｡

道路補修用原材料

市道西塚申町線 L=245m

市道新発田駅外ケ輪線 L= 80m

私道整備 4団体

融雪施設 6団体
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④ 国庫補助道路事業費

消雪施設整備事業 61,097 交通量が多く､人家が密集し､機械除雪
では十分な幅員が確保できないことから､

消雪施設での無雪化により安全の確保に努
めた｡

五十公野豊町線 L=1,075m

東新町豊町線 L= 404m

⑤ 交通安全施設整備事業費

交通安全施設整備事業

(カーブミラー等整備事業)

(交通安全施設整備事業)

26,651

(6,680)

(19,971)

交通安全標識及びカーブミラー等､安全施
設の整備点検を推進し､交通事故防止対策
を図った｡

生活道路の交通安全対策として､特に通

学路の整備を行い､交通安全の確保を図っ
た｡

⑥ 除 雪 費

除雪対策事業

(道路除雪事業及び除雪機械整
備等)

239,978

冬期間における産業経済活動の安定と通
勤､通学など市民生活に密着した道路確保

のため､除雪対策事業を実施した｡

･除雪路線
(道 路) 市 道

未認定

(自歩道) 市 道

県 道

･消雪パイプ 市 道

その他

血
血
血
血
加
血

57

9
3
9
0
0

6

8

0

1

7

0

3

1

4

4

5

4

⑦ 河 川 費

河川整備事業

(河川改修整備等)

(河川清掃等)

(河川除草等)

56,269

(13,442)

(31,834)

(10,993)

河川の改修､しゅんせつ､藻刈りの実施

により悪臭防止等､河ノーl環境の改善･整備
を行った｡

則清地内護岸改築工事等21件の河川維持

工事を行った｡

市内河川及び下水路の清掃を行った｡

1･2級河川及び市内排水路の除草等を
行った｡
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⑧ 河川新設改良費

⑨ 急傾斜地対策費

⑲ 自然と共生する水と緑と花のまちづくり事業費

自然と共生する水と緑と花の
まちづくり事業

(公園の改築整備)

(五十公野公園緑化整備)

(道路緑化整備)

(公園の維持管理)

(緑化推進)

(29,027)

(10,309)

(2,877)

(67,915)

(3,573)

公園､自転車歩行者専用道及び幹線道路､
路肩の緑化整備に努めた｡

公園のユニバーサルデザイン化を図るた

め､新富公園スロープ新設工事等12公園の
改築整備を行った｡

あやめ園及び五十公野公園の植栽及び花
種播種を行った｡

松橋線･ねむの木広場の道路緑化を推進
した｡

市内公園等及び赤谷線自転車歩行者道の

維持管理(除草･樹木努定･トイレ清掃等)
を行った｡

新発田市緑･花振興協会活動補助金及び
市指定保存樹木の維持管理を行った｡

(9) 者β 市 計 画 施 策

① 都市計画総務費

まちづくり総合支援事業

街なみ環境整備事業

309,503

39.147

新発田駅前､中J[.､市街地の活性化を図るた

め､以下の事業を実施した｡
新発田駅前土地区画整理事業

事業計画､実施計画､換地計画､

地質調査業務等 各一式

中央町緑町線

測量､建物調査積算業務 各一式

用地買収 A=278.11Ⅰぜ
物件補償 7件

地域交流センター
実施設計､地質調査業務等 各一式

歴史的な街なみの保存･再生や住みよい環
境を創造するため､寺町地区の住環境整備

を行った｡

全体面積 A=8.3ba
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新 土地有効利用促進基礎調査資

料作成業務

(財)新発田市公園都市施設協
会補助金

建築指導事業

新 下水道排水設備設置資金貸付

事業

5,001

42,164

1,719

1,295

歩道整備
石畳舗装工､水路工 L=150m

植栽工 N=9本

(繰越明許費分合む)

土地利用に関する各種動向､実態､課題等
について調査を行った｡

都市計画基礎調査､

建築物調査業務 各一式

緑化の推進､文化､スポーツの振興及び公
共施設の管理を行っている当該協会に補助
した｡ (人件費相当分補助)

建築確認中論及び許可並びに建築工事届
の受理､審査等に関する業務を行った｡

建築確認申請受理
建築物 320件

建築設備･工作物 20件
許可申請受理 21件

工事届の受理 83件

公共下水道供用開始区域内の水洗化を融
資制度により促進した｡

融資実行件数 4件

② 土地区画整理事業費

③ 都市計画街路事業費

西新発田五十公野線整備事業
(住吉工区)

中央町緑町線整備事業
(緑町工区)

県営街路事業負担金

146,671

187,784

70,221

水路蓋設置工､建物調査積算業務各一式

用地買収 A=309.09丁ば

物件補償 6件

道路改良工､消雪施設設置工､植栽工等

各一式
用地買収 A=618.03Ⅰぜ

物件補償

(繰越明

西新発田五十公
整備延長
改良工

JR横断工
西新発田五十公

整備延長
道路改良工

6件

許費分含む)

野線 (東新工区)
L= 690m

L=150m

一式
野線 (舟人工区)

L= 250m

L= 250m
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緑町交差点改良事業

民間開発区域用地購入事業
(開発関連街路整備事業費)

20,412

8,468

電線共同溝 L=500m

にぎわいロード
用地買収 A=549.4Ⅱぎ

敷地造成､園路整備､パーゴラ設置
等 各一式

交差点改良工事 一式
物件補償 1件

(繰越明許費分)

新発田市開発指導要綱第4条第3項の公
共施設の費用負担の協議による協定に基づ

き､民間開発業者から幹線街路用地を購入
した｡

用地買収 A=294.08Ⅰぜ

④ 都 市 下 水 路 費

自然災害防止事業

都市下水路整備事業

新 国庫補助下水路整備事業

排水路改築等工事補助制度事業

側溝等清掃補助事業

新 水害対策調査事業

82,447

3,990

2,573

2,940

市街地及びその周辺部の浸水の防止に

努めた｡

0大手町雨水幹線支線整備工事
管更正 ¢1200 L=76m

ガス･水道管移設等補償 一式

0谷内川排水路(地利目木谷内2号雨水
幹線)整備工事

[コ 2,000xl,600 L=123m

[コ1,200×1,100 L= 50m

ガス･水道管移設等補償 一式

新井田下水路整備工事
L= 36m

新井田川1号雨水幹線調査委託 一式

宅地間等の排水路の整備を図るため､排

水路を整備する5団体に対して事業費の一
部を補助した｡

排水路改築工事補助金 補助率2/3

道路側清酒掃の労力負担を軽減するため
地域でまとまって清掃業者に委託する場合

に事業費の一部を補助した｡
1mあたり 300円､助成団体28団体

中央町･大手町･五十公野の一部の水害

被災地域の高低差や水の流入量､排水能力
等を調査し､水害対策防止調査を行った｡

⑤ 防衛施設周辺整備事業費
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⑥ 公営住宅管理費

⑦ 公営住宅建設事業費

公営住宅建設事業 376,999 0新栄団地第4号棟
RC造 中層耐火構造4階建て

(片廊下型E LV付)
延べ床面積1,862.26Ⅱf

24世帯入居

0新栄団地集会所
鉄骨造平屋建て
延べ床面積 102.06Ⅰぜ

0共に管理開始 平成15年4月1日
また､同団地敷地内を整備し､市営住宅

駐車場(73台分)を設けた｡

(10) ラ肖 防 一 防 災 施 策

① 常 備 消 防 費

新発田地域広域事務組合負担金

(消防施設整備事業)

(消防設備整備事業)

(通信指令システム整備事業)

(職員研修事業)

(消防ふれあい広場事業)

(6,372)

(45,699)

(6,584)

(2,069)

(535)

老朽化した施設設備を改善し､環境整備

に努めるとともに､事務の合理化現場の充
実を図った｡

消防ポンプ車､救急車及び資機材搬送車

等を整備し､消防活動の強化を図った｡

復姓多様化する災害に対応するため､通

信設備を整備し､初動体制の迅速化を図っ
た｡

救急救命士を養成し､救急医療体制の強
化を図った｡

幼年消防ふれあい広場
幼年期における防火教育の重要性を考慮

し､火遊びの防止と防火思考の普及並びに
消防の仕事に対する理解を深めるため開催

した｡

実施日 平成14年6月14日

参加者数 8d2人

② 非 常 備 消 防 費
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消防団員福祉対策事業

消防団員報酬及び費用弁償

33,026

42,253

団員の福祉厚生対策を推進し､消防団の
活性化を図った｡

消防団員の報酬及び災害出動や災害予防
活動における費用弁償

団員の資質向上を図るための訓練､研修
費

③ 消防施設整備事業費

消防施設設備整備事業

消防団装備拡充事業

防災基盤整備事業

14,458

6,008

12,921

消防施設を整備するとともに､消火栓を

設置し､消防力の強化を図った｡

消防動力ポンプ及び資機材の軽量化を図
り､装備の拡充に努めた｡

耐震性防火水槽40tを整備するとともに､
小型動力ポンプ積載車を配備し､消防力の
整備に努めた｡

(彰 防 災 費

防災対策事業

市民防災活動普及事業

(防災フェスティバル開催事業)

災害備蓄整備事業
(地域安全課1,647)

(維持管理課 939)

2,783

2,213

(2,100)

2,586

防災機関･団体等との総合防災訓練及び

防災施設設備等を整備し､防災体制の強化

に努めた｡

防災訓練等を実施し､防災意識の啓発普
及を図るとともに､防災協会の拡大及び運
営を支持し､災害時の人的被害の軽減に努
めた｡

新発田市防災フェスティバル2002
市民に防災の理解と防火意識の高揚を図

るため開催したもので､市民の参加率が目
標値を超え､多くの市民に防災意識の啓発
が図られた｡

実施日 平成14年7月27日

参加者数 8,288人

災害備蓄物資を計画的に整備し､災害発
生時における迅速な応急活動をすめために､
砂利や砂を備蓄した｡
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(11) 孝女 育 施 策

(D 教 育 総 務 費

指導強化事業

人材育成事業

学生緊急援助資金貸付金

新 産業人育成支援事業

同和教育推進事業

教育振興対策

(新発田中央高校助成)

(盲学校･聾学校･養護学校就

学援助)

新発田市学校研究推進事業

新 五十公野公園植物ガイドブッ
ク作成事業

新 東豊小学校区学区等検討事業

3,696

14,085

960

1,000

138

5,080

(3,910)

(1,170)

800

2,291

100

時代の要請に応じた学校･幼稚園教育を

図るため､指導主事2人により､小･中学
校教職員に対する指導及び助言を行った｡

(財)新発田育英会が運営している学生
寮の再建及び管理に対して補助を行った｡

(財)新発田育英会が運営している学資
援助者の失職等によって修学が困難になっ

た学生に対する貸付事業の原資を貸し付け
た｡ 貸付 3件

(財)新発田育英会の新規事業である中

小企業従業員等の研修費用を助成する事業

の原資を補助し､産業人としての能力開発
を推進した｡

基本的人権尊重の精神を養い､不合理な

差別や偏見の解消を目指す同和教育を推進
した(小中学校2校)

父母の教育費負担の軽減と私学(新発田
中央高校)の振興に努め､教育の資質向上

を図った｡

新発田市立学校教育研究協議会に対し補
助金を交付した｡同協議会は各種研修､感

想文集の発行等を実施した｡

五十公野公園内にある植物を掲載したガ
イドブックを作成し､児童生徒等に自然の
美しさや､環境について紹介した｡

2,000部製本､市内小中学校へ配布

東豊小学校区の中学校分離問題や西新発
田駅前の宅地開発など全市的に調査し､見

直しを検討した｡

② 小 学 枚 費

チャレンジ21教育推進運動事業

情操教育推進事業(みどりの新
発田っ子プラン推進事業)

登校拒否児童生徒適応指導教室
設置事業

6,282

6,572

やる気､元気､総合的学習支援事業の開
始に伴い､本事業は終了となった｡

小学校全校を対象に､保護者や地域住民
の協力を得て､各校の特徴を生かし､子ど
もたちの豊かな情操を育む教育を支援した

小中学校の不登校児童生徒の問題解決に
向けた指導教室を運営し､学校における不

登校対策を実践した｡
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教育用コンピュータ整備事業

小学校施設整備事業

七葉小学校プール移転改築事業

新 やる気､元気､総合的学習支
援事業

10,470

57,980

27,657

10,164

IT教育のより一層の推進を図るため､
1人1台のパソコンを設置し､光ケーブル

回線を接続した｡(整備校､御免町小)

漏水改修工事など､14件の小学校の学校
施設の補修･整備工事を行い､教育環境の
向上を図った｡また､七葉小学校の耐震診

断(診断面積約3千d)を実施した｡

狭あいな敷地状況での体育活動を解消す
るため､隣接地にプールを移転整備し､教
育環境の向上を図るための地質調査･用地

造成等を行った｡
造成面積 約 3,5001ぱ

県補助事業として､自ら学び考え主体的
に判断し的確に表現し行動する児童の資質
や能力などの育成を図った｡

小学校全校で実施

③ 中 学 校 費

外国青年招致事業

チャレンジ21教育推進運動事業

情操教育推進事業(みどりの新

発田っ子プラン推進事業)

心の教室相談員活用調査研究事
業

中学校施設整備事業

新 やる気､元気､総合的学習支
援事業

7,276

2,338

1,532

24,441

4,476

外国人による英語指導助手を2人配置し､

中学校全校における英語教育の充実と国際
理解教育の推進を図った｡

｢やる気､元気､総合的学習支援事業｣

の開始に伴い､本事業は終了となった｡

中学校全校を対象に､保護者や地域住民

の協力を得て､各校の特徴を生かし､子ど
もたちの豊かな情操を育む教育を支援した｡

中学校5校を対象に､生徒が悩み等を気
軽に話せ､ストレスを和らげることのでき

るよう相談員を学校に配置し､生徒の心身
の安定を図った｡

前庭舗装整備工事など､13件の中学校の
学校施設の補修･整備工時を行い､教育環

境の向上を図った｡

自ら学び考え主体的に判断し的確に表現

し行動する児童の資質や能力などの育成を
図った｡中学校全校で実施｡

④ 幼 稚 園 費
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⑤ 学 校 給 食 費

⑥ 社会教育総務費

新 かわいい子には旅実行委員会

事業

新 教育広報誌発行事業

新発田の歴史資料展

歴史的遺産活用事業

市指定文化財保存修理事業

市内遺跡発掘調査事業

523

644

486.161

3,548

34,502

学校週5日制の完全実施を機に､学校､
家庭､地域､行政が連携し､地域教育力の
醸成を図るための協議の場を設けた｡

完全学校週5日制に対応した体験活動情

報誌｢しばたっ子｣を2回発行し市民に提

供した｡

｢城下町新発田の暮らし｣をテーマに歴

史資料などを展示するとともに講演会を開

催し､新発田の歴史を紹介した｡
開催日 10月31日～11月4日

入場者数 2,458人

平成16年度竣工予定の新発田城三櫓･辰

巳櫓の復元及び石垣補強工事を実施した｡
また市民団体｢新発田城復元の会｣に補

助を行い､復元情報を市内外にPRした｡

市指定文化財のしばた台輪及び職人町獅
子舞の保存修理に対し補助を行った｡

開発地の遺跡について事前に発掘調査を

行い､記録を残すとともにその出土品の保
存と活用を行った｡

⑦ 保健体育総務費

生涯スポーツ振興事業

市民健康づくり運動大会事業

国際ユースサッカーIN新潟開

催事業

1,718

1,000

1,400

春(6教室)･夏(1教室)･秋(6教室)･冬(5教
室)のスポーツ教室`(延べ4,855人参加)
及び夜のスポーツ教室を11教室(延べ 508

人参加)を開催し､生涯スポーツ活動のよ

り一層の普及促進を図った｡

本年竣工し装い新たになったグリーンス
ジアムしばた『五十公野公園陸上競技場』
で25匡‡体､延べ1,200人の参加を得て､秋
晴れのもと実施した｡

2巡目国体の競技力強化とスポーツの振

興を目的に県･開催市町村･県サッカー協
会などが連携して､国際ユースサッカー大
会を開催した｡当市会場の五十公野公園陸
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指導者育成事業

体育団体の育成

市民総合体育大会の開催

少年少女スポーツ大会の開催

地域ジュニア競技スポーツクラ
ブ育成事業

1,171

2,070

ー1,275

d30

3,000

上競技場では2試合が行われた｡

社全体育指導者の指導力の向上を図るた
め､指導者研修会開催や参加に努めた｡

新発田市体育協会をはじめ､各種目別競
技大会､スポーツ少年団等を支援し､スポ

ーツの振興を図った｡

スポーツ人口の底辺拡大と生涯スポーツ

の基盤づくりの一環として例年開催してお
り､本年度は17種目で実施した｡

本年度は7種目､延べ1,576人(128 チ

ーム)の参加を得て､青少年の健全育成と
少年少女のスポーツ振興に努めた｡

平成21年2巡日新南国体に向けた競技力

強化事業として､県の支援を得てラビー競

技及びサッカー競技のジュニア層育成強化
に取り組んだ｡

⑧ 体 育 施 設 費

体育施設の維持整備事業

新 五十公野公園陸上競技場2種
公認取得事業

新 五十公野公園陸上競技場竣工
記念事業

2,855

40,249

2,500

下高閲河川敷の野球場等各種スポーツ施

設の維持整備に努めた｡

改修工事が完了し､日本陸上競技連盟2

種公認競技場として認定を受けることがで
きた｡

7月7日に約10,000人を集め､五十公野
公園陸上競技場の竣工を祝った｡

⑨ 公 民 館 事 業 費

公民館事業 6,723 市民が心豊かにいきいきとした生活を送

り､人生に喜びを感じることができるよう

に､気軽に学習できる機会と場を提供する
とともに､学んだ成果を発表できるように

援助を行った｡

･市民教室､菖城大学､女性セミナー､
オムレツクラブなど生涯各期における
学習機会の提供

･市展､市民茶会､文芸しばたの発行な
ど芸術文化の振興

･成人式､公民館まつり､市民レクリエ

ーション大会など各種大会等の開催
･公民館利用者数 102,736人

⑲ 市民文化会館事業費
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6/19新発田あやめ寄席
7/4綾戸智絵コンサート

8/9～8/11優秀映画事業
8/2ストピー･ザ･ミュー鋤ル
8/17 AUNコンサー

12/]_ 第19回メサイヤ

卜772人

936人
69人

454人

494人

481人

3/8音禁のおくりもの(2回公演) 768人

文化創造事業

全国｢花嫁人形｣合唱コンクー

ル実施事業

新 文化会館施設整備事業

1,261

5,600

32,500

市内の文化団体に､日頃の活動成果発表

の場を提供することにより､市民の自主的

な芸術･文化活動の育成に努めた｡
5/12琴･三弦･尺八演奏会 255人
6/16ライトミュージフクコンサート 25-2人

6/22市民音楽会

7/21合唱のつどい

9/1高校音楽祭
9/15市民演劇祭

10/13秋を彩るバレエ

10/13 ダンス&ダンス

11/3秋の民謡と踊り

11/10 マジック文化祭
11/17能楽鑑賞会
11/24詩吟･吟舞･剣武のつどい
2/10 高校演劇

317人
355人

450人

450人

567人

377人
843人

370人

156人
353人

83人

当市出身の画家で詩人でもある蕗谷虹児

が作詞した童謡｢花嫁人形｣を課題曲にし

た合唱コンクールを市民ボランティアと力
を合わせて開催することにより､新発田市

を全国に向けて発信し､合唱活動をはじめ

とする市民の芸術･文化活動の振興を図る
とともに､市民と行政の共別によるまちづ

くりの推進に努めた｡
参加合唱団 26団体
参加人数 361人

入場者数 858人

市民文化会館設備改修

冷却塔入替え工事を実施した｡

⑪ 図 書 館 章

図 書 類 購 入

新 公共下水道排水設備事業

11,735

5,408

生涯学習の中核的施設としての機能を果

たすため､市民の要望にそった図書資料及
び視聴覚資料の充実を図った｡

図書資料5,717冊､CD 223枚
DVD 5枚､ビデオ 201巻

マイクロフィルム.(新聞) 20巻

公共下水道が供用できるようになったこ

とにより､排水設備を敷設した｡
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2 土地取得事業特男U会言十

平成14年度決算は､歳入歳出決算額で82,904千円となりました｡

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

土地取得事業費 71,649 公共用又は公共の利益のために必要な土
地を先行取得することにより､土地利用の

円滑化を図った｡土地開発基金積立金 36

土地開発基金償還金 11,219

3 国民健康保険事業特男U会計

平成14年度決算は､歳入決算額で5,876,916千円(前年比2.2%滅)､歳出

決算額で5,451,103千円(前年比0.4%減)となり､実質収支で425,813

千円の黒字決算となりました｡

1.保 険 給 付 費

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

(1)療養諸費 2,771,278

被保険者の診療費に係る法定給付を行っ①療養給付費 2,736,944

(一般被保険者) (1,780,755) た｡

被保険者のコルセット代等の法定額を支

(退職被保険者) (956,189)

②療 養 費 17,029

(一般被保険者) (9,353) 給した｡

被保険者が､同一の医療機関で1ケ月

(退職被保険者) (7,676)

③審 査 費 17,305

(2)高額療養費 321,476

(一般被保険者) (266,667) 72,300円(市民税非課税世帯については
(退職被保険者)

(3)出産育児一時金

(54,809)

27,000

35,400円)以上の医療費を支払った場合等

に､その超えた額を償還した｡

1件300,000円×90件

(4)葬祭諸費 19,760 1件 40,000円× 494件

2.老人保健拠出金
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､3.趣 旨 普 及 費

4.保 健 事 業 費

保健事業費

(1)人間ドック検診助成事業

(2)肺ガン検診助成事業

(3)骨粗しょう症検診助成事業

(4)運動普及推進事業

(健康づくり啓発活動)

(5)エイズ予防事業

(6)医療費通知による適正医療
推進事業

(7)在宅医療等推進支援事業

34,125

30,271

59

2/3助成
1日ドック @24,500円

半日ドック @21,700円

2/3助成 @1,890円

1/2助成 @1,512円

中高年レクリエーション事業､3世代交

流事業

パンフレット配付

在宅医療該当者リスト提供のための使用

電話料

5.医療費適正化対策事業

6.介 護 納 付 金

4 老 人 保 健 特 男U 会 言十

平成14年度決算は､歳入決算額で6,945,715千円(前年比0.1%増)､歳出

決算額で6,717,934千円(前年比0.4%増)となり､実質収支で227,781
千円の黒字決算となりました｡

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

老人医療給付事業 6,383,615 老人医療施策として､高齢者の健康保持

と適切な医療の確保を図り､高齢者福祉の
増進を図った｡
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5 介護保険事業特男り会計

平成14年度決算は､歳入決算額で3,615,823千円(前年比6.1%増)､歳出

決算額で3_,595,626千円(前年比11.6%増)となり､実質収支で20,197

千円の黒字決算となりました｡

1 居宅介護サービス給付費

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

保険給付費 3,211,751

訪問介護等の支援サービス費の給付

(1)介護保険サービス等諸費 3,113,113

①居宅介護サービス給付費 944,659

(診施設介護サービス給付費

③居宅介護福祉用具購入費

2,066,422

4,085

特別養護老人ホーム等の施設サービス費

の給付

福祉用具購入費の給付

④居宅介護住宅改修費 15,850 住宅改修費の給付

(9居宅介護サービス計画給付費 82,097 居宅介護サービス計画費の給付

訪問介護等の支援サービス費の給付

(2)支援サービス等給付費 79,974

(D居宅支援サービス給付費 63,315

②居宅支援福祉用具購入費 600 福祉用具購入費の給付

③居宅支援住宅改修費 2,806 住宅改修費の給付

④居宅支援サービス計画給付費 13,253 居宅介護サービス計画費の給付

(3)審査支払手数料 5,561 国保連合会への給付審査支払手数料

(4)高額介護サービス費 13,103 利用者負担金のうち一定の限度額を超え

た高額サービス費の支給

2.財政安定化基金拠出金

3.趣 旨 普 及 費

趣旨普及費 介護保険リーフレット

4.介護認定審査会費
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6 駐車場事業特男り会言十

平成14年度決算は､歳入決算額で18,513千円(前年比2.1%滅)､歳出決算額

で59,821千円(前年比15.2%滅)となり､実質収支で41,308千円の赤字決
算となりました｡

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

駐車場事業 8,499 駐車場の利便性を高め､時間貸し､定期

駐車利用の促進を図り､市営上町･中央パ

ーキングの健全運営に努めた｡

7 宅地造成事業特男U会言十

平成14年度決算は､歳入決算額で19千円(前年比280.0%増)､歳出決算額で

142,789千円(前年比0.1%滅)となり､実質収支で142,770千円の赤字決
算となりました｡

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

宅地造成事業

前年度繰上充用金

215

14Z,574

本会計で所有している事業用地の除草な

ど維持管理に努めた｡

8 公共月∃地先行取得事業特男u会計

平成14年度決算は､歳入歳出決算額で 98,207千円となりました｡

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

公共用地先行取得事業 98,207 駅前再開発用地及び城北町街路代替用地

の元利償還金
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9 農業集落毛脛水事業特男り会言十

平成14年度決算は､歳入決算額で1,189,327千円(前年比16.9%滅)､歳

出決算額で1,189,231千円(前年比15.6%滅)となり､実質収支で96千円の
黒字決算となりました｡

1 管 理 費

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

農業集落処理施設管理運営費 65.989 米倉処理区､荒川処理区､松浦処理区

石善処理区､菅谷処理区､内竹処理区

島潟処理区(新規供用開始)
計7処理区

2 事 業 費

菅谷地区整備事業
整備事業費 53,188千円

人件費割当 230千円

内竹地区整備事業

整備事業費125,899千円

人件費割当 279千円

島潟地区整備事業
整備事業費 586,380千円

人件費割当 2,600千円

中井地区整備事業
整備事業費 96,351千円
人件費割当 962千円

新 上中山地区整備事業

新 三光地区整備事業

施設整備事業

53,418

126,178

588,980

97,313

1,890

2,730

4,138

県単緊急整備事業
管路施設工事

舗装復旧工事

県単緊急整備事業
管祐施設工事

舗装復旧工事

中継ポンプ設置工事

一般補助事業
管路施設工事

処理場外構工事

L= 261m

一式

L=108m

一式
1基

L= 2,068m

一式

一般補助事業
実施設計

一式
試掘工事費 一式
ガス･水道管移設等補償 一式

単独事業

新規採択調査設計委託

単独事業
新規採択調査設計委託

農業集落排水施設台帳作成委託等

1 0 下水道事業特男U会言十

平成14年度決算は､歳入歳出決算額は3,172,578千円(歳入は前年比13.4

%増､歳出は前年比17.3%増)となりました｡

1.管 理 費

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

下水道管理費
6,897 総務管理費
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2 事 業 費

県事業負担金

公共下水道事業(単独事業)

国庫補助公共下水道整備事業

整備事業費1,582,034千円

人件費割当 26,000千円

237,007

915,438

1,608,034

阿賀野川流域下水道(新郷川処理区)及

び同関連公共下水道事業推進により新発田
川等の公共水域の水質保全及び快適な生活

環境の整備に努めた｡

阿賀野川流域下水道(新郷川処理区)建

設事業負担金

0一般事業
枝線管渠等工事

¢150～200(開削) L=5,188m

ガス･水道管移設等補償 一式

0緊急下水道整備特定事業
枝線管渠等工事

¢150～200(開削) L=2,410m

ガス･水道管移設等補償 一式

0一般補助事業
中央汚水枝線管染工事

¢150～400(開削) L=2,807m

東部1号汚水幹線管染工事

¢800～900(推進) L=1,655m

東部1号汚水幹線管渠工事
¢ 200 (開削) L= 50m

北部汚水枝線管渠工事
¢100～200(開削) L=2,792m

マンホールポンプ設置工事 3基
実施設計委託 一式
ガス･水道管移設等補償 一式

1 1 地域下水道事業特男U会計

平成14年度決算は､歳入歳出決算額で38,430千円(前年比7.2%増)となりま
した｡公共下水道の供用開始にともない､本事業を下水道事業特別会計に移行することとし､

本会計は今年度をもって閉鎖する事になりました｡

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

地域下水道管理運営費 38,430 新栄町地区内の快適な生活環境の整備を
図るため､汚水処理施設等の管理運営を行

った｡
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1 2 西吾βコニ業団地造成事業特男U会計

平成14年度決算は､歳入決算額で549,336千円(前年比96.6%増)､歳出決
算額で1,417,960千円(前年比65.6%増)となり､実質収支で868,624
千円の赤字決算となりました｡

歳入のうち土地売払収入については､1社に面積3,026.05Ⅰぜを売却し､総額

74,822千円の収入となり､全体の売却率は42.38%となっています｡

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

西部工業団地造成事業

事業費

公債費

前年度繰上充用金

1,417,960

(7,173)

(472,053)

(469,367)

工業の振興と雇用の拡大､若者の定着を

図るため､西部工業団地の早期完売を目指
し､積極的に企業誘致活動を推進した｡

企業誘致の推進､工業団地の整備及び維
持管理を行った｡

市債の定期償還を行った｡

償還元金419,187千円

償還利子52,866千円

(償還金残高1,438,712千円)

前年度赤字決算に係る繰上充用を行った｡

一般会計償還金 (469,367)
一般会計からの借入に対し償還を行った｡

1 3 簡易水道事業特男U会計

平成14年度決算は､歳入歳出決算額で､39,436千円(前年度比1.9%増)とな

りました｡

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

市営簡易水道事業 39,436 中々山地区､滝谷新田地区､上赤谷地区
及び板山地区4施設の維持管理･運営を
行った｡
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1 4 水 道 事 業 会 言十

平成14年度決算は､収益的収支(税抜額)の収入で1,667,325千円(前年度比
2.3%減)､支出では1,591,706千円(前年度比1.9%滅)となり､損益で
75,619千円(前年度比11.0%滅)の純利益となった｡資本的収支(税込額)の収
入で1,371,260千円(前年度比2.6%増)､支出では]_,980,899千円
(前年度比2.8%増)となり､609,639千円の収入不足額は積立金等で補てんした｡

建 設 改 良 費

事 業 名 決算額(千円) 成 果 説 明

第5期拡張事業 370,001 未普及地域解消の第5期拡張事業を進めた｡
(配水管布設工事)

(実施設計委託料)

(318,313)

(50,674)

6件¢30～2002,745皿､

配水管添架工事5件
増圧ポンプ場1棟ポンプ3台地一式

水道管布設工事及び増圧ポンプ場工事等

実施設計委託

増圧ポンプ場用地1件533.84ポ(用地費) (1,014)

国･県･市町村関連配水管入替

事業

配水管整備事業

273,785

18,522

55件¢30～1506,760皿

配水管整備工事4件¢50～75348m他

老朽管更新事業

(配水管入替工事)

169,584

(162,234)

年次計画による老朽管入替工事を実施し

た｡

13件¢30～4003,924m

(実施設計委託料) (7,350) 実施設計委託

消火栓設置工事 12,034 消火栓設置16基､消火栓移設 4基

浄･配水施設整備事業

小丹波配水場整備事業

58,737

574,978

浄水場､配水場の施設整備工事を実施し
た｡

小丹波配水場整備事業を実施した｡

(配水管布設工事)

(実施設計委託料)

(565,528)

(9,450)

配水場のポンプ設備､電気機械設備工事
及び配水管布設工事

7件¢50～400､2,285mポンプ4台
電気計装一式

実施設計委託

新 荒川地区整備事業 60,000 荒川地区上水道整備事業を実施した｡

(配水管布設工事) (56,135) 2件¢30～150,2,06血

(実施設計委託料) (2,835) 実施設計委託

(用地費) (1,030) 増圧ポンプ場用地 1件､231Ⅰぜ
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